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        洋 書 2,069 冊 
                        フランス語  719 冊 
 2,435 冊 
         
        和漢書  364 冊 
 




ハーンに日本について興味を抱かせた図書として、Arnold, Sir Edwin-The light of Asia. Chambalain, B.H. 























 小 泉 八 雲 年 表 
西暦 年号 ハーン 年齢 事      項 
1850 嘉永3  6月27日ギリシャのレフカダに生まれた。当時父32才、母27才。父はその 
   後、西インドへ赴任。 
1851 〃 5 2 8月母とともにアイルランドに到着。 
1853 〃 6 3 父は病気のためグレナダから帰り、ハーンと初めて対面。 
1854 安政1 4 父クリミヤに向う。弟ジェームズ生まれる。母はギリシャへ帰る。 
1856 〃 3 6 7月父クリミヤから帰る。父母離婚、大叔母サラ・ブレナン(Brenane)夫人に 
   養われる。 
1857 〃 4 7 父は再婚して8月インドへ赴任。 
1861 文久2 12 この頃ハーンはフランスのイブトー(Yvetot)教会学校に在学。 
1862 〃 3 13 ブレナン夫人イギリスへ移住。9月イギリス東部ダーラム郊外のセント・ 
    カスバートカレッジに入学 
1863 慶応2 16 学校で遊戯中に事故のため左眼失明。11月父は帰国の途中スエズで死亡。 
1866 〃 3 17 大叔母ブレナン夫人破産のため10月、カレッジを退学。 
1868 明治元 18 ロンドンで放浪生活。 
1869 〃 2 19 単身で新天地アメリカへ渡り、ニューヨーク着。 
1874 〃 7 24 シンシナティ・インクワイアラー(Cincinnati Enquirer)新聞の記者となる。 
   6月21日、日曜新聞イー・ジグランプス(Ye Giglampz)を発行して9号まで 
    続ける。 
1875 〃 8 25 マッテ(Mattie)という混血女性との短い結婚生活。 
1876 〃 9 26 シンシナティ・コマーシャル社(Cincinnati Commercial)へ移る。 
1877 〃 10 27 10月シンシナティを去って、11月12日ニューオリンズ (New Orleans) 
   に到着。 
1878 〃 11 28 6月15日ニューオリンズ・シティ・アイテム(New Orleans City Item)社 
   の記者となり、後副主筆となる。 
1879 〃 12 29 3月小さな料理店開業。すぐ廃業。 
1881 〃 14 31 12月4日タイルズ・デモクラット(Times-Democrat)社に変り、その文学部 
   長となる。 
1882 〃 15 32 1月翻訳「クレオパトラの一夜、その他」『One of Cleopatra’s nights and 
   other fantastic romances』出版。12月15日ハーンの母ローザはギリシャで 
   死去、59才。 
1884 〃 17 34 「異文学遺聞」『Stray leaves from strange literature』を出版。 
1885 〃 18 35 「ゴンボー・ゼベス」『Gombo Zhebes』、「クレオール料理法」『La cuisine 
   Creole』、「ニューオリンズ案内記」『The historical sketch-book and 
   Guide to New Orleans』出版。 
1887 〃 20 37 「シナ怪談」『Some Chinese ghosts』出版。6月ニューオリンズを去り10月 
   西インドのマルチニーク(Martinique)島に行く。 
1889 〃 22 39 5月ニューヨークに帰る。「チータ」『Chita』出版。 
1890 〃 23 40 「ユーマ」『Youma』、「フランス領西インドの二年間」『Two years in the French 
   West Indies』、翻訳「シルベスト・ボナールの罪 『The crime of Sylvestre 
   Bonnard』出版。 
   3月5日ニューヨーク出発。3月17日バンクーバー(Vancouver)出発。4月 
9 
   ハーン  
西暦 年号 年齢 事      項 
1890 明治23 40 4月4日横浜着。8月30日松江中学校へ着任。12月2日小泉セツと結婚。 (田部隆次著 
   「小泉八雲」昭26年改訂再版による。) 
1891 " 24 41 11月5日松江出発、熊本第五高等学校へ転任。 
1893 " 26 43 長男一雄生まれる。 
1894 " 27 44 「知られぬ日本の面影」『Glimpses of unfamiliar Japan』出版。11月熊本五高を 
   辞し、神戸の「ジャパン・クロニクル」(The Japan Chronicle )記者となる。 
1895 " 28 45 「東の国より」『Out of the East』出版。日本に帰化して小泉八雲と名乗る。 
1896 " 29 46 「心」『Kokoro』出版。8月20日神戸を発って上京、東京帝大文学部講師となる。 
1897 " 30 47 「仏土の落穂」『Gleanings from Buddha-fields』出版。二男巌生れる。 
1898 " 31 49 「異国情趣と回顧」『Exotics and retrospectives』出版。 
1899 " 32 49 「霊の日本」『In ghostly Japan』出版。三男清生まれる。 
1900 " 33 50 「影」『Shadowings』出版。 
1901 " 34 51 「日本雑録」『A Japanese miscellany』出版。 
1902 " 35 52 「日本おとぎ話」『Japanese fairy tales』、「骨董」『Kotto』出版。 
1903 " 36 53 3月東京帝大講師を辞める。長女寿々子生れる。 
1904 " 37 54 4月から早稲田大学文学部講師となる。 
   9月26日心臓病で死去。 
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